
児童一人一人のタブレット端末に、教師の示範の映像を配
信することが、自分のペースに合わせて本時の課題をつか
む姿につながりました。その中には、児童が映像を拡大し
たりスロー再生したりする姿、見たい部分でストップし体
の動きをつかもうとする姿がありました。

ねらいにせまるための指導の工夫

1

①個に応じた指導・援助の工夫

②ＩＣＴを活用した児童の学習状況の把握

体の側面に赤いガムテープをつけ
て、跳び箱の横から撮影すること
で、動きを高めるためのポイント
が焦点化され主体的な練習につな
がりました。
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